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RS(ロール・シフト）: 
Role Shift または Referential Shift

• ⼩薗江ほか（2000）：NMM と動詞タイプの分類
の基本的な枠組み

• 數⾒・森（2012）：海外の他の⼿話のRSとの⽐
較において、⽇本⼿話ではRSの統語構造が違う
可能性

• 市⽥（2005）：観察者空間と視点
– 「referential shiftによって話し⼿が演じる⼈物には、

引⽤される発話の発話者と、描写される⾏為の⾏為
者がある。つまり、referential shiftには、引⽤型と⾏
為型があるのである（⼩薗江ほか2000）。そして、
この２つには統語論的に重⼤な違いがある。」(p.95‐
96)
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市⽥（2005）におけるRS

• こうした理解で良いのか？
• 引⽤型のRSと⾏為型のRS

RS
引⽤型

⾏動型

マーカー 身体の二面性 タイプ 引用節内のPT1 階層

引用型 引用節内のPT1＝主節の主語 節レベルの現象

行為型 引用節内のPT1≠主節の主語 動詞レベルの現象

続き ?
行為の埋め込み描写される行為の当事者の姿勢、頭の動き、視線、表情を演じること

RS 視線・頭の位置
話し手としての身体

＋
観察者としての身体

定義
?



ASLのRS
• Emmorey(2002)

– RSのマーカー
①話し⼿への視線が途切れる②頭部や⾝体の変化（必須ではない）③表情の変
化
• 通常の語り/引⽤の語り はRSで区別

• Liddell(1990）
– 通常の⽂と異なり，代名詞と⼀致動詞は，⼿話空間での位置ではなく，

そこに存在しているものとして概念化（Fouconinierのメンタル・スペー
スに談話スペース想定）

⇒數⾒・森（2012）のジェスチャー引⽤⽂の可能性
⇒Emmorey(2002)もそうではないRS⽂があるとしている

• ⽂法空間におけるRS
– Padden(1990)は，RSと呼ばれているものには，動詞の⼀致を⽂法空間で

⽰すものとそうでなくジェスチャー的な動作をするものと⼆種類
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そもそもRSとは⼿話に特有の⾔語現象？
• ⼿話では，⽂法空間と現実空間の⼆つの空間があり，両

空間へのマッピングの規則が異なる（Liddell 1990, 
Johnston 2013）

• RSを考える際にも，⽂法空間での⾔語的ふるまいに注⽬
する時，⾳声⾔語との⾔語現象としての共通点

• ⽂法空間でのふるまい⇒⼀致動詞とRSとの関係を
• もうひとつのキーワード：Logophoricity (Lillo‐Martin, D. 

1995, Quer, 2006, 數⾒・森 2012)
〜⼿話ではASLでも⽇本⼿話でも明⽰的語彙変化なし⇒視線
付加？
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⽇本で理解されているRSは
⼿話のPt1/PT2間で安定した⾔語現象？

• RS⽂とされて⼿話講師の間で共有されているものには，
RS以外の諸要素が含まれている可能性（説明のブレ）

• RSとされているものには，⾏動型の⽂のようにジェスチ
ャーとの境界が不明確なものも含まれている（ジェスチ
ャーを導⼊する際の⽂法的マーカーについては別途，分
析が必要）

• 現在，RSとして理解されているものについて予備的検証
– ⽇本⼿話ネィティブ・サイナーのRSのRSを含む/含まない⽂
– ⽇本⼿話のネィティブ・サイナーの⼀致動詞のRSを含む/含まな

い⽂
– 双⽅で，RSの有無と動詞の意味するもの（⼀致動詞が⽰す実際

の内容）についてネィティブ・サイナーとろう者（共に⼿話講
師）を対象に検証
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テストに⽤いたJSLのRS例⽂の例
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• 先⽣ PT1hn ⽣徒 ケーキ 1プレゼント2
• 先⽣hn+⽬⾒開き ⽣徒 ケーキ 1プレゼント2
• ⽣徒hn 先⽣ 2プレゼント1
• ⽣徒 （PT1）hn 先⽣ PT3 ケーキ 1プレゼント2
• ⽣徒 PT1hn 先⽣ (nd) ケーキ 1プレゼント2
• ⽣徒hn 先⽣hn 男(PT3) ケーキ 2プレゼント1
• 先⽣ 男(PT3)hn ⽣徒hn PT1 ケーキ 2プレゼント1
• 先⽣1 PT1 ⽣徒2 ケーキ 1プレゼント2



⽇本で理解されているRSは
⼿話のPt1/PT2間で安定した⾔語現象？
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P=0.000888012(5%)



⽇本⼿話のデータから

• 意外に話し⼿と聞き⼿の間でのRS現象の認識にズレ
• RSを決定づけているのは，NMMというよりも⼀致動詞の

ふるまい，つまり⽂の中でのPt1のふるまい（ありよう）
のようだ

• まずは⼀致動詞のふるまいについては相対的により近い
認識

• ⼀致動詞と指差しのふるまいの⽅が⼤事！
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RSで⾒た⼀致率と正答率(n=29)
ろう者に限った⼀致率 10.34%
Deaf Familyに限った⼀致率 27.59% **(p< .001)

ろう者の正答率 55.17%
Deaf Familyに限った正答率 31.03% **(p< .001)

AGRで⾒た⼀致率と正答率（n=29)
ろう者に限った⼀致率 27.59%
Deaf Familyに限った⼀致率 58.62% **(0.0014)

ろう者の正答率 65.52%
Deaf Familyに限った正答率 58.62% **(p<.001)



そもそもRSとは何だったか？
• Shift、変化、つまり、話し⼿を指し⽰すPT1が話し⼿

ではなく、それ以外の⼈物を⽰す解釈ができる⽂で
起きている⽂構造を探るが始まり

• Shiftが起きていない現象にまでRSという名称を付け
る拡張が深い検証をせずに起きたことが混乱の原因

• RS⽂の始まりにはどのような⽂法マーカー？
⇒視線の変化は義務的

⼀致動詞に組み込まれたPT1とPT2の関係も変化
• ⼿話のLogophoristicの議論へ（他の⾳声⾔語との⽐

較）
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残された検証すべき議論
• Quer(2011)の⼿話のRSを巡る議論

– 複数の⼿話⾔語のデータからRSが起きている⽂の構
造を確認

– 視覚モーダリティ⾔語では、⾳声⾔語モーダリティ
と異なり、モンスターが現れる（Zucchi 2004）
• ⼿話では⾳声⾔語と異なってRSが引⽤に限定
• Schlenker(2003）は
• Metzger(1995)の⾔うConstructed ActionのようなRSしないケー

スはするといったい何なのか
– ⼈称指⽰詞以外の指⽰詞でもRSと同様の現象が⽇本

⼿話で起きているか、否か
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